
















































ることができる D2 において、尊格との高い関連性を確認し、NPY18 の MP
女尊はこの D2 を中心として尊格化したと推定した。さらにこの D2 の示す











































Hidas はギルギット写本断片の成立が 7 世紀前半であること、宝思惟訳の









zur Indologie, Heft 3 ）,kyoto, 1938.
・Hidas（2012）：Hidas G. Mahāpratisarā-Mahāvidyārājñī  The Great 
Amulet, Great Queen of Spells. Introduction, Critical Editions, and 
Annotated Translation, Śata-Pit
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aka Series vol. 636, 2012.
【Tib. テキスト】
・デルゲ版：東北目録 No.561. ［Pha. 117b4-138b5］
’Phags-pa rig-pa’i rgyal-mo so-sor ’brang-ba chen-mo.
Ārya-Mahāpratisarāvidyārājñī.
T. Jinamitra, Dānashīla, Ye-shes sde.
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Amulet, Great Queen of Spells. Introduction, Critical Editions, and 
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宝思惟訳 ①　　　　② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 欠
梵本 D1　　　　 D1 欠 D1 M1 M2 M3 M4 D2


























（a） kamale9） 蓮華を持つ女尊よ kamale
（b） śrīvapurdharajayakamale10） 美しい姿を持つ勝利の蓮を持つ女尊よ jayakamale
（c） sarvadevatāvaradān・ kuśe11） 一切諸天の与願鉤を持つ女尊よ varadān・ kuśe
（d） padmaviśuddhe12） 蓮華清浄女尊よ padmaviśuddhe
（e） 欠 欠 khad
・
gini（2 回）
（f） vajravati13） 金剛杵を持つ女尊よ vajravati
（g） prabhe14）（2 回） 輝ける女尊よ prabhe（2 回）
（h） suprabhaśuddhe15） 美しい清浄女尊よ suprabha-viśuddhe
（i） pin・ gali16）（2 回） 黄褐色の女尊よ pin・ gali（2 回）
（j） jvālini17） 光明を持つ女尊よ jvālini
（t） vajravati27） 金剛杵を持つ女尊よ 欠
（k） ratnamakut
・






















（n） pavitramukhi21） 神聖な顔を持つ女尊よ pavitramukhi
（o） jvalitaśire22） 輝く頂きを持つ女尊よ jvalitaśikhare
（p） indre23） インドラ女尊よ indre
（q） indravati24） インドラを伴う女尊よ indravati


















は、NPY18 の MP 女尊との対応関係が確認される。すなわち NPY18 の MP
女尊は、金色であり、右手に与願印をなし、左手に金剛杵を持っている28）。
この宝思惟訳の三例は、NPY18 の尊容と矛盾せず関連がうかがえ、宝思惟
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